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地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災

害
が
頻
発
す
る
国
土
の
上
で
、
日
本
人
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
２
０
１
４
年
は
、
２
月
の
豪
雪
、
８
月
豪
雨
に
よ
る
広
島

市
の
大
規
模
土
砂
災
害
、
た
び
た
び
上
陸
し
た
大
型
台
風
、
９
月

27
日
の
御
嶽
山
噴
火
な
ど
大
規
模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一

年
で
し
た
。
年
末
・
年
始
も
、
太
平
洋
側
の
東
京
で
は
晴
天
が
続

い
た
一
方
で
、日
本
海
側
の
各
地
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

交
通
麻
痺
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
切
断
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
続
発
し

ま
し
た
。

　
中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野

の
新
学
習
指
導
要
領
は
「
世
界
的

視
野
か
ら
日
本
の
地
形
や
気
候
の

特
色
、
海
洋
に
囲
ま
れ
た
日
本
の

国
土
の
特
色
を
理
解
さ
せ
る
と
と

も
に
、
国
内
の
地
形
や
気
候
の
特

色
、
自
然
災
害
と
防
災
へ
の
努
力

を
取
り
上
げ
、
日
本
の
自
然
環
境

に
関
す
る
特
色
を
大
観
さ
せ
る
」

な
ど
と
し
て
お
り
、
全
て
の
中
学

生
は
、日
本
の
国
土
の
脆
弱
性（
厳

し
い
自
然
条
件
）
と
防
災
・
減
災

対
策
に
関
す
る
知
識
を
教
科
書
か

ら
習
得
で
き
ま
す
。

　
検
定
教
科
書
（
教
育
出
版
、
帝

国
書
院
、
東
京
書
籍
、
日
本
文
教

出
版
）
は
、
い
ず
れ
も
本
文
８
～

12
㌻
を
割
い
て
、
日
本
の
国
土
の

特
色
や
自
然
災
害
と
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。

◇
世
界
に
は
大
地
の
不
安
定

な
地
域
と
安
定
し
た
地
域
が

あ
る
が
、
日
本
は
環
太
平
洋
造

山
帯
に
属
し
、
地
震
や
火
山
の

多
い
不
安
定
な
大
地
上
に
位

置
し
て
い
る
。

◇
日
本
の
地
形
は
中
央
を
走

る
脊
梁
山
脈
に
よ
っ
て
日
本

海
側
と
太
平
洋
側
に
分
断
さ

れ
て
お
り
、
規
模
の
小
さ
な
堆

積
平
野
が
臨
海
部
に
点
在
し

て
い
る
。
日
本
の
河
川
の
多
く

は
、
短
く
て
急
流
で
あ
る
（
各

社
と
も
日
本
と
諸
外
国
の
河

川
の
延
長
・
勾
配
に
関
す
る
比

較
図
を
用
い
て
説
明
）。

◇
世
界
的
視
野
か
ら
み
る
と
、

日
本
の
多
く
の
地
域
は
温
帯

に
属
し
、
梅
雨
や
台
風
、
冬
の

降
雪
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、

年
間
の
降
水
量
は
多
い
。

◇
日
本
に
は
地
震
、
洪
水
、
津

波
、
高
潮
、
土
石
流
、
火
砕
流
、

冷
害
、
干
害
、
雪
崩
な
ど
自
然

災
害
の
発
生
し
や
す
い
地
域

が
多
く
、
各
種
の
防
災
・
減
災

対
策
（
河
川
堤
防
、
ダ
ム
、
地

下
調
節
地
、
海
岸
堤
防
等
の
整

備
、
避
難
場
所
や
避
難
路
の
設

置
、
災
害
の
危
険
地
域
の
指

定
、
気
象
予
報
の
高
度
化
、
地

震
・
津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
）
を
進
め
て
き
た
。

ダ
ム
整
備
に
効
果

　
教
育
出
版
は
、
日
本
の
河
川
の

特
徴
を
「
短
く
て
急
流
で
あ
る
」

と
説
明
し
た
後
、「
川
は
農
業
や

工
業
、
生
活
の
た
め
に
重
要
な
水

資
源
で
す
が
、
急
流
で
あ
る
た
め

に
雨
水
が
短
時
間
で
海
ま
で
流
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ダ
ム
や
堰
を

造
っ
て
、
水
を
た
め
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に
は
洪
水

を
防
ぐ
役
割
も
あ
り
ま
す
が
、
下

流
ま
で
土
砂
が
流
れ
ず
海
岸
が
浸

食
さ
れ
た
り
、
生
態
系
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
と
い
う
問
題
も
起
き

て
い
ま
す
」
と
、
ダ
ム
の
役
割
や

ダ
ム
整
備
に
よ
る
効
果
・
影
響
を

記
述
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
地
方
の
地
誌
で
東
京
書
籍

は
、
土
砂
く
ず
れ
に
よ
り
脱
線
し

た
列
車
の
復
旧
作
業
（
鹿
児
島
県

指
宿
市
２
０
０
７
年
）
▽
全
国
の

土
砂
災
害
発
生
件
数
（
国
土
交
通

省
資
料
）
▽
土
砂
や
木
の
流
出
を

防
ぐ
砂
防
ダ
ム
（
熊
本
県
美
里
町

２
０
０
７
年
）
な
ど
、
写
真
や
図

の
資
料
を
用
い
て
、
土
砂
災
害
問

題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
中
学

生
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

陸
の
農
業
の
特
色
は
、
稲
作
の
占

め
る
割
合
が
と
て
も
高
い
こ
と
で

す
。
北
陸
で
は
春
に
な
る
と
大
量

の
雪
が
と
け
て
、
水
を
豊
富
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
昔
は
洪

水
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
ダ
ム
や
堤
防
、
放
水

　「この頃、都に流行るもの……」にとど
まらず、世界で爆発的に流行っている「イ
ングレス」という無料のモバイルゲーム。
スマートフォンを使い、現実世界・地域で
繰り広げる陣取りゲーム。神社や仏閣、路
傍の石仏など、公共的な場にある「ポータ
ル」と呼ばれる地点を巡り、デジタル地図
上で「ポータル」をつなぎ合わせて陣地を
囲います。ゲームの観点では囲碁やオセロ
に似た場の読みと、地図とコンパスでチェ
ックポイントを巡るオリエンテーリングの
要素を合わせもった新しいテクノロジーと
いえます。

　イングレスが魅力的な一つは、地域のシ
ンボリックな旧所や名跡だけでなく、日本
の近代化の中で開発の陰に埋もれてしまっ
た庚申塚や道祖神といった古

いにしえ

の「場」への
導きがあることでしょう。地元でも「自分
の知らない場」があると再認識させられた
り、初めて訪れた土地では、有名ガイドに
は掲載されない地元の愛される「場」に触
れることが多々あります。そのためか近年、
岩手県や横須賀市の取り組みからイングレ
スは「地域振興」の観点でも注目されてい
ます。
　「あなたの周りの世界は、見たままのも
のとは限らない」。イングレスのキャッチ
コピーですが、示唆に富んだメッセージで
す。道の駅の機能とする地域の「情報発信」
や、「地域創生」の原点にも通じるのでは
ないでしょうか。

シリーズ「国土教育」 自然災害大国「日本」

中学地理教科書が教える国土の自然条件と防災・減災教育

路
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
豊

か
な
水
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
全
国
で
も
有
数
の
米
の
生

産
地
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
治
水

事
業
や
農
業
基
盤
整
備
に
よ
る
稲

作
の
生
産
性
向
上
を
説
明
し
て
い

ま
す
。

国
土
へ
の
働
き
か
け

　
私
た
ち
日
本
人
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
国
々
と
は
大
き
く
異

な
る
、
こ
の
き
わ
め
て
厳
し
い
条

件
を
備
え
た
国
土
に
働
き
か
け
な

が
ら
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス

ト

　森
田
康
夫
）

７

中学社会科（地理的分野）教科書

　
近
畿
地
方
の
地
誌

で
日
本
文
教
出
版

は
「
地
図
か
ら
わ
か

る
地
域
の
歴
史
」
と

い
う
コ
ラ
ム
を
設
け

て
、
淀
川
と
大
和
川

の
河
川
改
修
の
歴
史

を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
中
部
地
方
の
地
誌

で
帝
国
書
院
は
「
冬

の
積
雪
量
が
多
い
北

サンピコごうつ
佐々木英夫駅長

　白い砂浜の美しい日本海、緑豊かな

島根県江津市後地町 995-1
国道 9号　TEL.0855-55-315

中国山地、大河江の川の自然に恵まれ、「海彦」「山
彦」「川彦」にちなんだ農林水産物直売所「三彦市」
ならではの三彦幸を提供しています。赤瓦が特徴
の石州瓦や近く世界遺産「石見銀山」にちなんだ
石見焼き、石見神楽なども魅力大です。

おがち
佐藤光一駅長

　平安の歌人「小野小町」誕生地と伝

秋田県湯沢市小野字橋本 90
国道 13 号　TEL.0183-52-5500

えられ、建物も小町の旅姿「市女笠」をモチーフ
にし当地のシンボルになっています。全面ガラス
の２Ｆレストランで四季折々の景色とともに、地
元の新鮮食材を使用した「手揉みゼンマイ卵丼」
本場の「稲庭うどん」等をお楽しみください。

はなぞの
矢田久夫支配人

　関越自動車道花園ＩＣから車で2分の

埼玉県深谷市小前田 458-1
国道 140 号　TEL.048-584-5225

ところにあります。物産館には、明治初期に造ら
れた祭り屋台が3台常設展示してあります。花時
計公園や日だまりの公園では、花と緑、うるおい
とやすらぎにふれあえ、ドッグランも。地場産業
である野菜・植木・花きの直売所もあります。


